
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 岐阜県立郡上特別支援学校 小・中学部 （大和校舎） 

実 施 期 間 平成２６年１１月３０日（日） 

 

実 施 概 要 

「岐阜県立郡上特別支援学校小学部・中学部学校祭（くりす祭）」
及び「東祭」（地元の芸能祭）への参加 

  内容   

・本校の体育館を使用して、午前に本校の文化祭で学習成果発表・交
流活動、午後に地元の芸能祭の鑑賞とステージ発表を行った。   

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ４０ 人 
計 ４００ 人 

地域関係者 ３６０ 人 

 

実 施 状 況 

【くりす祭】 

・中学部音楽発表 音楽発表『天使にウインターソングを』 

・小学部ステージ発表（劇：『さるかにばなし』） 

・中学部ステージ発表（劇：『ももたろう』） 

※保護者、職員及び地域の方々の協力でカレーライスを作り、参加

者全員で昼食 

【 東祭（地元芸能祭） 】 

・くりす銭太鼓（栗巣・名皿部銭太鼓） 

・きゃりーdeダンス（当校中学部生徒） 

・妖怪たいそう だい１（栗巣子供会） 

・オカリナ演奏（地域のオカリナ愛好者）） 

・ダンス（当校職員） 

・劇『牧一揆』（牧友会）ほか 

 

成果及び課題 

１ 成果 
・地域では恒例行事となった文化祭・芸能祭の合同開催で、地域の方々
との連携も十分に取れ、スムーズに運営できた。多くの来校者を集め、
児童生徒、保護者及び地域の方々にこの地域ならではの一体感のある
楽しいひとときを過ごしていただけた。 

・保護者以外にも、地域の方々に多く来校していただき、本校の教育
活動の一端を知っていただく良い機会となった。 

・高等部も終日参加し、作業製品の販売等を通して地域住民に日頃の
学習成果を知ってもらう機会となった。 

２ 課題 
・劇のような出しものだけでなく、日頃の教育活動の成果（例えば図
工や美術の作品）も見てもらえると良かった。 

・地域と一体となった盛り上がりを、一過性のものとしないで、日常の学
習活動の中にどう活かしていくかを考えたい。 

 


